
子どもを取り巻く様々な環境に働きかけて問題を解決できるように、関係機関等との
ネットワークを構築するなどの多様な支援方法を用いて、福祉的な視点から支援を行います。

例えば、このようなときにＳＳＷを活用できます

学校 地域・関係機関家庭

子どもが不登校
になり、どうしたら
よいか分からない

家庭内の問題が
あり、子どもが
落ち着いて

勉強ができない

暴力、いじめ等の
問題の改善が
難しい

【校内体制づくり】
• 校内の話し合いに参加し、福祉的な視点から

対策を提案します。

【研修会】
• ＰＴＡ研修会等の講師を務めます。

【家庭環境への働きかけ】

• 子どもや保護者と面談します（電話や
家庭訪問も含む）

• 子どもや保護者と関係機関をつなぎ
ます（必要に応じて同行する）。

【関係機関との連携・調整、
ネットワークの構築】

• 校外の医療・保健・福祉関係
機関と連携したり、ネットワークを
構築します。

仕事や経済的なこと、体調や子育てで
困っていることの相談にのります。

SSW

スクールソーシャルワーカー（School Social Worker : SSW）とは

札幌市教育委員会 児童生徒担当課
スクールソーシャルワーカー(SSW)について ＜保護者向け資料＞

別添３


